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 本年も大変お世話になりました。皆様におかれましては、よき年をお迎えになられます

ようご祈念申し上げます。 

 来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

仕事納めに当たり、井上澄和（いのうえ すみかず）市長が次のとおりあいさつを行い

ましたので、その要旨を報告します。 

 

【令和３年仕事納め式市長あいさつ（要旨）】 

 ・今年は新型コロナウイルス感染症の対応で、多くの職員に兼務・併任辞令を出すこと

になった。担当職員はもちろん、応援職員や快く職員を送り出してくれた所属の皆さ

んに感謝申し上げる。おかげで、１１月上旬には、１２歳以上の対象者の８割を超え

る人が２回目の接種を終えた。また、支援金や給付金の支給など、新型コロナウイル

ス感染症対策関連の支援業務に精励していただいている。今後も様々な対応が必要と

なることが予見されるが、職員の力を結集し、取り組んでいただきたい。 

 ・令和３年８月の大雨では、本庁や各公民館に泊まり込んでの対応等、昼夜を問わず尽

力いただいた。また、県市長会の要請に応じ、被害を受けた久留米市へ２人の職員を

派遣した。職員へ改めて心より感謝申し上げる。 

 ・コロナ禍が続く中、地域では感染防止対策を徹底しながら、創意工夫し、自治会活動

を続けている。「協働のまちづくり」は、このような方々に支えられていると実感した。 

 ・「協働のまちづくり」は、市民と行政とが一緒に汗を流し進めていくもの。行政の果た

すべき役割、使命を忘れることなく、来年も業務に取り組んでいただきたい。 

 ・来年は５０周年という大きな節目である。市長として振り返った時、この２０年で職

員の意識が変わったと感じ、非常に嬉しく思っている。マニュアルどおりに対応すれ

ばよいという時代ではない。課題に向き合い、知恵を出し合い、創意工夫して対応し

たことが素晴らしい成果に繋がっている。また、行政でできることは限られている。

春日市は「協働のまちづくり」が強みであり、間違っていなかったと自負している。 

 ・年末年始を前に、管理監督職は、所属職員を労い、使命感を共有し、今後も職場の先

頭に立っていただくようお願いする。 
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